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１０月 
「ゆくっと」とは、房総の方言で「ゆっくりと」の意味。自然の家でゆくっとしよう。 
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イベント情報や活動の様子、大切なお知らせなどを、ホームページや「ゆくっと」に

加え、SNSでも積極的に発信しています。Facebookは2019年3月、Instagramは

2020年11月、公式LINEは2022年3月に運用を開始しました。これにより、主催イ

ベントの案内はもちろん、周辺道路の状況や注意が必要な場所、緊急時のお知らせな

ども、リアルタイムで直接お届けできるようになりました。  

自然の家の防災力 
千葉市少年自然の家では、自然災害に備え、防災への取り組みにも積極的に力を入れています。災害時にも活かせる野

外プログラムの提供や、防災をテーマとしたイベントの開催、非常用備蓄品の準備、地域との連携など、さまざまな対

応策を整えています。今回は、「防災」をテーマに、自然の家で行っている取り組みを紹介します。  

自然の家で日頃から提供しているプログラムの中には、災害時にも使えるものが

あります。たとえば、ポリ袋や空き缶を使ったお米の炊き方、紙で作るお椀や

コップの作り方など、身近な素材を活用した実際に役立つ内容を取り入れていま

す。限られた資源でも快適に過ごす工夫や、洗い物を最小限に抑える方法は、断

水や停電といった緊急時にも役立つ知識です。“体験”はとても素敵な財産で

す。自然の家でのさまざまな体験が、もしもの時のための重要な経験になるよ

う、これからも子どもから大人まで楽しめる多彩なプログラムを届けていきたい

と思います。 

いざという時に備え、体験を通じて防災を学ぶ「防災

キャンプ」を企画しています。今年度は11月15日～

16日に開催予定です。参加者にはご自身の防災リュッ

クをお持ちいただき、体育館にパーテーション（間仕

切りテント）を設置して宿泊します。実際の避難所に

近い環境を体験することで、普段は気づきにくい不足

に気づき、防災対策を見直すきっかけとなります。そ

のほか、災害を想定したシミュレーションや非常食の

試食、防災の視点で施設を巡る「防災オリエンテーリ

ング」なども実施します。いつもの風景が新しい視点

で見えてくることで、参加者の防災意識をさらに深め

られるイベントを目

指しています。 

● 避難生活を体験！ 防災イベント ● 

● “いつも”の活動が“もしも”に使える！ 防災プログラム ● 

● 備えあれば憂いなし！ 備蓄&地域連携  ● 

地震や台風などの自然災害に備え、常時288食分の食

料や飲料水を備蓄しています。飲料水や保存食、毛布

など、災害時に必要となる物資を幅広く保管し、定期

的に点検や更新を行うことで、非常時にも迅速かつ確

実に対応できる体制を整えています。また、自然の家

は千葉市と長柄町との協定に基づき、災害時には指定

避難所としての重要な役割を担っています。地域住民

や近隣で帰宅困難となった方々の一時的な避難先とし

ての施設の開放、受け入れ体制の整備に取り組んでい

ます。敷地内には長柄町の防災備蓄倉庫も設置されて

おり、地域の安心を支える拠点として機能していま

す。こうした備えに

より、非常時にも安

心・安全に過ごせる

環境を確保するとと

もに、地域の一助と

して役立てるよう、

最大限の準備を進め

ています。 



 

 

 自然の家の“旬”な情報をＳＮＳにてご覧いただけます。詳しくは、右のQRコードから。 

TEL：0475-35-1131 FAX：0475-35-1134  

受付時間： 9：00～19：00 
クリック！！ 

千葉市少年自然の家 検索 お問合せ 

自然の中で思いきり遊んで、作って、食べて、笑って。子どもから大人まで楽しめる秋のお祭り「秋のわいわいフェスティ

バル」を今年も開催します！秋空の下、家族や友だちと一緒に、わいわいにぎやかな一日を過ごしませんか？ 

＜ワンデー農業体験＞ 
～脱穀から精米まで～ 

日 時 

定 員 

日 時 

対 象 

参 加 費 

対 象 

申込方法 

申込方法 

申込締切 

千歯こぎや足踏み脱穀機などの昔の農機

具を使って、稲穂の脱穀・籾摺り・精米体

験をします。できたてホヤホヤのポン菓子

のおまけ付き♪ 

10月26日(日）10時～15時30分 
 

どなたでも （事前申込） 

 

申込フォームに入力 
※申込フォームはイベントページ 

  （右記QRコード）内から 
  

当日まで 
 

入場無料 
※プログラムにより一部徴収あり 

  （現金での支払いのみ）  

＜食づくり工房＞ 
～味噌作り～ 

10月19日(日）10：00～12：00 
 

どなたでも  
※小学生以下は保護者同伴必要 
   

30名程度 
  

電話で申込後、申込フォームに入力 
※申込フォームはイベントページ（上記QRコード）内から 

 

10月18日（土）12：00（正午）まで ※先着順   

千葉市少年自然の家20周年記念 

秋のわいわいフェスティバル 

定 員 

日 時 

参 加 費 

対 象 

申込方法 

参 加 費 

昔ながらの製法で添加物は一切加えず味噌作りをし

ます。材料には長柄町産の緑大豆とコシヒカリの米

麹を使用。常温発酵・熟成の天然醸造で半年～1年後

に美味しく食べられます。 

11月22日(土)10時30分～12時 
 

どなたでも 
※小学生以下は保護者同伴必要 
   

40名程度 
 

電話で申込後、申込フォームに入力 
※申込フォームはイベントページ（上記QRコード）内から  

  

11月15日(土) ※先着順 申込締切 

内 容 最新情報はイベントページ（左記QRコード）をご確認 

ください。 

【ステージ】 

 アフリカンダンス  

 吹奏楽演奏  

 ゴスペルソング  

 空手演武 など 

【体験プログラム】 

 ザリガニ釣りコンテスト  

 クライミングウォール 

  焼きマシュマロ 

  幽霊屋敷      など 

基本料金 
千葉市民 
長柄町民 千葉市民以外 

 大人（高校生以上） 970円 1,250円 

 子ども（3歳～中学生） 800円  900円 

 乳児（3歳未満） 350円  450円 

基本料金 ＋ 材料代 

材料代 料金 

 味噌材料代 2，500円/セット（3ｋｇ程度） 

 味噌樽代（1セット用） 800円/個 

【出店ブース】 

 クラフト・雑貨販売  

 国際関係  

 長柄町農産物・加工品販売  

 キッチンカー など 

“プレーパーク”を使って自然の中で遊ぶ「プレパ日」。

11月から毎月1回開催します。 

イベントページ 

  千葉市民 千葉市民以外 

 大人（高校生以上） 1,020円 1,300円 

 子ども（3歳～中学生） 850円  950円 

 子ども（3歳未満） 350円  450円 

イベントページ イベントページ 

申込締切 

＜プレパの日＞ 

日 時 11月2日(日）、12月14日（日）13：00～16：00 
 

どなたでも  
※小学生以下は保護者同伴必要 
   

 

対 象 

11/2は「落ち葉で焼き芋作り」 

詳細はHP参照 


